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高所からの転落は人体に大きな外力が加わり,
思わぬ重症外傷を呈することは昔から知られてい
る (図�)｡ 救急隊の搬送においては, 高エネル
ギー外傷として扱われる (表�)｡ しかし, その
詳しい検討は少ない｡ 今回, 当施設における転落
外傷について検討したので報告する｡ なお厳密に
は身体の一部が接地しながら落ちるものを転落,
身体が完全に空中に浮いた状態で落ちるのを墜落
というが, ここでは総称して転落とする｡
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 !"#年$月から !"%年&月までの#!ヶ月間に島
根大学医学部附属病院救命救急センターで診療し

た転落外傷##'例のうち自転車走行中・"%歳未満
の症例を除く (!例について, 年齢・性別・転落
場所・受傷部位・予後などについて )*+),-.*/0
+12*に検討した｡
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 (!例の平均年齢は( 3%歳で, 男性"4(例・女性
'5例であった｡ 救急搬送症例 (救急車・ヘリでの
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 !"%年&月までの#!ヶ月間に当施設で診療した転落外傷 (!例について検討した｡ 平均
年齢は( 3%歳｡ D例は来院時心肺停止状態であった｡ 頭部顔面外傷がもっとも多かった｡
頸椎損傷が全体のEFであった｡ 高さが$ｍを超えると重症例の頻度が高くなった｡ しか
し, �ｍ未満であっても重症例がG例みられた｡ 死亡例も�例を除いてDｍ以下と高くな
かった｡ 高度が高くなくても慎重な診断・治療が必要である｡
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